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◆
四
芸
祭
、
活
発
な
学
生
間
の
交
流

四
芸
術
大
学
体
育
・
文
化
交
換
会
が
五
月
二

十
二
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
、
京
都
市
立
芸
術

大
学
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
今
年
は
四
十
九
回

目
。
両
学
部
の
学
生
、
計
一
七
○
名
が
参
加
し

た
。
文
化
事
業
で
は
、
合
同
展
覧
会
や
演
奏
会
、

小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
が
行
わ
れ
た
。

◆
芸
術
院
賞
に

前
学
長
澄
川
喜
一
名
誉
教
授

平
成
十
五
年
六
月
二
日
、
前
学
長
の
澄
川
喜

一
名
誉
教
授
が
平
成
十
四
年
度
（
第
五
十
九
回
）

恩
賜
賞
・
日
本
芸
術
院
賞
を
受
賞
さ
れ
た
。

◆
野
田
哲
也
教
授
紫
綬
褒
章
受
章

平
成
十
五
年
春
の
褒
章
に
お
い
て
、
野
田
哲

也
教
授
（
木
版
画
）
が
紫
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ

た
。

◆
春
の
叙
勲
、

三
浦
小
平
二
名
誉
教
授
が
受
章

平
成
十
五
年
度
春
の
叙
勲
に
お
い
て
、
本
学

関
係
者
で
は
、
人
間
国
宝
の
三
浦
小
平
二
名
誉

教
授
（
陶
芸
）
が
勲
四
等
旭
日
小
綬
章
を
受
章

さ
れ
た
。

◆
三
笠
宮
殿
下
に
名
誉
客
員
教
授

の
称
号

本
学
で
は
、
芸
術
並
び
に
教
育
に
貢
献
し
た

者
に
名
誉
客
員
教
授
の
称
号
を
授
与
し
て
い
る
。

こ
の
た
び
、
昭
和
六
十
年
度
か
ら
平
成
十
四
年

度
ま
で
の
長
き
に
渡
っ
て
、
美
術
学
部
客
員
教

運
　
営

受
　
章
・
受
　
賞

NEWS
2003.4～
2003.7

こ
の
大
学
院
に
い
っ
た
い
誰
が
来
る
ん
で
す
か
。

霞
ヶ
関
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
遭
遇
し
た
お
歴
々
は
、
そ

う
質
問
し
た
。
質
問
も
質
問
で
あ
る
が
、
答
も
答
だ

っ
た
。
必
ず
多
く
の
人
が
関
心
を
持
っ
て
く
れ
る
は

ず
で
す
。
そ
の
実
、
そ
う
返
答
し
た
私
自
身
に
も
論

理
的
な
説
明
を
で
き
る
だ
け
の
根
拠
は
持
ち
合
わ
せ

て
い
な
か
っ
た
。
講
座
制
を
採
用
し
な
い
。
研
究
室

単
位
で
の
対
応
を
し
な
い
。
組
織
ら
し
い
も
の
が
あ

る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
先
端
芸
術
表
現
専
攻
と
い
う

枠
組
み
だ
け
。

こ
の
よ
う
な
大
胆
な
仕
組
み
を
構
想
し
た
背
景
に

は
、
何
と
い
っ
て
も
私
た
ち
一
二
名
の
教
官
構
成
と

そ
れ
を
支
え
て
く
れ
る
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
メ
ン
バ
ー

（
助
手
や
講
師
の
人
た
ち
）
が
擁
し
て
い
る
ポ
テ
ン
シ

美
術
研
究
科
先
端
芸
術
専
攻

修
士
課
程
設
置

◆
外
国
人
留
学
生
と
の

懇
談
会
を
開
催

五
月
十
五
日
、
大
学
会
館
内
学
生
食
堂
に
お

い
て
、
留
学
生
と
関
係
教
職
員
、
チ
ュ
ー
タ
ー

と
の
懇
談
会
を
行
っ
た
。
謝
辞
は
ス
テ
ー
ブ
・

ド
ミ
ニ
ク
・
エ
レ
リ
（
音
楽：

博
士
後
期
課
程

二
年
、
イ
ギ
リ
ス
）
さ
ん
が
九
五
名
の
留
学
生

を
代
表
し
て
述
べ
た
。
交
流
を
通
じ
、
相
互
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催
し

て
い
る
。

◆
神
田
祭
に
学
生
、
卒
業
生
が
参
加

五
月
十
日
、
江
戸
開
府
四
百
年
を
記
念
し
て

の
大
祭
と
な
っ
た
神
田
祭
に
、
昨
年
の
本
学
芸

術
祭
で
学
生
が
制
作
し
た
「
み
こ
し
」
四
基

（
山
車
）
と
サ
ン
バ
チ
ー
ム
が
、
ま
た
、
邦
楽

科
卒
業
生
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
長
唄
な
ど
で
、
江

戸
時
代
に
流
行
し
た
粋
で
い
な
せ
な
幻
の
「
底

抜
け
屋
台
」
を
復
活
さ
せ
、
総
勢
約
七
○
名
が

参
加
し
た
。
沿
道
か
ら
は
絶
え
間
な
い
拍
手
と

熱
い
声
援
を
受
け
て
い
た
。

交
　
流

ャ
ル
が
あ
る
。
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
さ
ら
に
修
士

課
程
で
開
花
さ
せ
る
べ
く
、
こ
こ
四
年
の
間
に
先
端

芸
術
表
現
科
で
得
て
き
た
経
験
や
知
見
を
さ
ら
に
先

鋭
化
さ
せ
、「
地
域
と
芸
術
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
デ
ザ
イ
ン
」「
言
語
と
身
体
」「
科
学
技
術
と
表

現
」「
素
材
と
創
造
性
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
領
域

を
設
定
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
領

域
は
、
あ
く
ま
で
暫
定
的
な
も
の
で
あ
る
。
二
年
後

に
は
全
く
異
な
る
教
育
研
究
組
織
と
な
っ
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
。

ア
ー
ト
の
領
域
に
あ
っ
て
、「
専
攻
」
や
「
専
門
」

は
普
遍
的
で
あ
る
は
ず
も
な
く
、
常
に
時
代
と
と
も

に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ア
ー
ト
の
領
域

は
、
あ
る
意
味
で
経
済
や
技
術
な
ど
の
分
野
以
上
に
、
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置
さ
れ
た
先
端
芸
術
表
現
専
攻
の
入
学
式
が
奏

楽
堂
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
た
。
美
術
学
部
は
、

志
願
者
五
三
一
八
名
の
な
か
か
ら
二
五
一
名
が
、

ま
た
、
音
楽
学
部
は
、
志
願
者
九
六
四
名
の
な

か
か
ら
二
五
一
名
の
難
関
を
潜
り
抜
け
た
学
部

学
生
と
大
学
院
生
三
六
六
名
、
音
楽
別
科
生
三

一
名
計
八
九
九
名
（
先
端
・
院
生
は
二
八
名
）

の
新
入
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
歓
び
を
抱
い
て
参
列

し
た
。
本
学
な
ら
で
は
の
奏
楽
で
始
ま
り
、
平

山
学
長
か
ら
新
入
生
に
対
し
て
入
学
許
可
の
告

知
の
あ
と
、
式
辞
が
述
べ
ら
れ
、
奏
楽
で
結
ん

だ
。
奏
楽
は
、
音
楽
学
部
各
科
の
持
ち
回
り
で
、

今
回
は
管
・
打
楽
器
専
攻
に
よ
り
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
四
月
九
日
に
は
音
楽
学
部
附
属
音
楽
高

等
学
校
入
学
式
が
高
校
内
ホ
ー
ル
に
お
い
て
行

わ
れ
た
。
高
校
も
在
校
生
に
よ
る
奏
楽
が
行
わ

れ
て
い
る
。

◆
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
所
蔵

「
日
本
近
代
美
術
展
」の

入
場
者
七
万
人

四
月
三
日
か
ら
五
月
十
一
日
ま
で
大
学
美
術

館
で
開
催
さ
れ
た
「
日
本
近
代
美
術
展
」
は
、

期
間
中
七
万
人
を
超
え
る
入
場
者
が
あ
り
、
盛

況
の
う
ち
に
終
了
し
た
。
同
展
覧
会
は
、
韓
国

国
立
中
央
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
日
本
の

近
代
美
術
品
約
二
○
○
点
の
な
か
か
ら
、
日
本

画
、
工
芸
作
品
計
七
○
点
が
展
示
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
の
作
品
に
は
、
横
山
大
観
を
は
じ
め
芸
大

の
前
身
で
あ
る
東
京
美
術
学
校
出
身
の
作
家
が

多
く
含
ま
れ
、
実
に
半
世
紀
の
時
の
流
れ
を
越

え
て
の
里
帰
り
で
あ
っ
た
。

◆
ガ
ラ
ス
造
形
工
房
開
設

六
月
十
九
日
、
取
手
校
地
に
お
い
て
、
四
月

に
開
設
し
た
ガ
ラ
ス
工
芸
講
座
の
電
気
炉
に
火

を
入
れ
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
作
業
と
制
作
の

安
全
を
祈
願
す
る
開
所
式
が
行
わ
れ
た
。

授
と
し
て
「
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
美
術
史
」
に
関

す
る
講
義
を
受
け
持
た
れ
て
い
た
三
笠
宮
崇
仁

親
王
殿
下
に
名
誉
客
員
教
授
の
称
号
を
お
贈
り

し
た
。

殿
下
は
、
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
史
の
第
一
級
の

研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
、
多
く
の
著
書
は
、
我

が
国
の
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
研
究
の
水
準
を
飛
躍

的
に
高
め
た
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。

本
学
に
お
い
て
は
、
美
術
教
育
の
講
座
で
、

人
間
と
文
化
や
芸
術
と
の
関
わ
り
を
授
業
で
展

開
さ
れ
た
。
興
味
深
い
テ
ー
マ
と
数
多
く
の
発

掘
調
査
を
ふ
ま
え
た
実
証
的
資
料
の
提
示
、
深

い
教
養
と
新
し
い
知
見
の
披
瀝
な
ど
は
、
本
学

の
学
生
だ
け
で
な
く
卒
業
生
や
外
部
の
方
々
の

聴
講
を
み
る
こ
と
に
な
り
、
本
学
の
美
術
教
育

の
発
展
に
貴
重
な
貢
献
を
さ
れ
た
。

◆
平
成
十
五
年
度
入
学
式
を
挙
行
、

奏
楽
に
感
慨
無
量

四
月
十
日
に
学
部
、
大
学
院
、
四
月
二
十
二

日
に
は
本
年
度
か
ら
大
学
院
美
術
研
究
科
に
設

時
代
精
神
を
如
実
に
反
映
し
た
実
践
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
実
践
的
で
あ
る
こ
と
や
柔
軟

で
あ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
大
学
は
、
世
の
中
に

た
く
さ
ん
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
実
践
が

大
学
と
い
う
教
育
の
場
で
特
別
な
意
味
を
も
っ
て
い

る
所
は
少
な
い
。
大
学
と
い
う
場
が
学
生
個
人
の
資

質
や
才
能
に
影
響
を
与
え
る
と
い
う
考
え
方
は
、
国

立
大
学
の
独
立
行
政
法
人
化
が
目
前
に
迫
っ
た
現
在
、

さ
ら
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
ど
こ
に
で
も
あ
る

「
場
」
で
は
、
日
本
の
大
学
は
国
際
競
争
力
を
失
い
、

そ
の
役
割
が
さ
ら
に
小
さ
く
な
っ
て
し
ま
う
に
違
い

な
い
。
大
学
の
自
治
は
、「
場
」
の
あ
り
方
が
特
有
で

あ
り
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
。
こ
の
よ

う
な
特
有
な
「
場
」
に
と
っ
て
、
何
よ
り
も
「
人
的

資
源
」
は
重
要
で
あ
る
。

幸
い
、
本
年
度
入
学
し
た
二
八
名
の
第
一
期
生
は
、

「
場
」
の
あ
り
方
と
い
う
重
要
な
テ
ー
マ
に
取
り
組
み

学
内
外
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
の
で
き
る
資
質
や
才

能
に
溢
れ
て
い
る
。
こ
の
特
有
な
「
場
」
が
ア
ー
ト

の
領
域
に
限
ら
ず
、
広
く
深
く
社
会
や
生
活
の
隅
々

に
対
し
て
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
影
響
を
与
え
る
こ
と

の
で
き
る
教
育
研
究
が
実
践
さ
れ
る
場
は
、
世
界
中

ど
こ
を
探
し
て
も
こ
ん
な
ア
ー
ト
ス
ク
ー
ル
は
な
い
。

今
の
と
こ
ろ
、
そ
う
自
負
で
き
る
。

（
か
つ
ら
・
え
い
し
／
美
術
学
部
先
端
芸
術
表
現
科
助

教
授
）




